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# read length 100 x 2
Total bases / run >600Gbp ‐> 1Tbp
ヒト全ゲノム配列を
2週間程度で調べる
ことができる。
様々な医学・生物学の
研究に応用
スーパーコンピューター
パーソナルゲノムの時代の到来 「ゲノム情報をどう活用するか」
遺伝的素因
発症リスクに応じた健診・予防
治療薬剤の選択
副作用・最適な投与量の予測
倫理的な問題・個人情報の保護
がん細胞特異的変異（後天的）
分子病態に基づく治療選択
分子標的治療
より正確な予後予測
技術的には約10万円で個人の全ゲノム
配列を知ることができるようになっている。
Nature 507, 294–295 
(20 March 2014)
がんは１つの細胞から始まる
原発巣
環境変化
転移①
転移②
再発
治療 遺伝子変異を獲得しながら細胞は
性質を変え、多様性を有し、環境
に適応した細胞が選択されていく
悪性化・転移・治療抵抗性
自験例（脳腫瘍）
骨髄異形成症候群（MDS)
•高齢者に多い難治性の血液のがん•血液を作る造血幹細胞の異常に起因•近年、MDSに特徴的な遺伝子異常が
明らかとなってきた
造血幹細胞•血液細胞の元になる、
未分化な細胞•自己複製能を有し、
細胞寿命が長い
造血幹細胞の老化を基盤とした血液がんの発症
加齢
遺伝子変異
遺伝子変異
エピゲノム変化
腫瘍発症
幹細胞の老化を基盤とした
加齢造血器腫瘍の発症
モデル（仮説）
MDS
CLL
など
幹細胞
造血
支持細胞
遺伝子変異
A B
A B
腫瘍化しない
淘汰？
幹細胞数の減少
造血能の低下
造血環境の変化
老化とがん
経年的に蓄積される遺伝子変異
がん化に必要な変異が揃う
老化に伴う環境変化の下での変異細胞の適応・選択
文部科学省科学研究費補助金
新学術領域（研究領域提案型）
「ステムセルエイジングから解明する疾患原理」
http://www.m.chiba‐u.ac.jp/class/molmed/
stemcellaging/index.html
計画班「高齢者造血器腫瘍の発症基盤としての
ステムセルエイジングの解明（代表研究者 眞田 昌）」
科博研究費助成事業 基盤研究B
「スプライシング関連遺伝子異常による
骨髄異形成症候群の分子病態の解明（研究代表）」
C. Dawin’s
Theory of Evolution
